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リフレッシュ休暇を利用して東北へ。目的は蔵王のスノーモンスターと山スキーである。
この日は朝から良い天気。宮城県蔵王町のすみかわスノーパークを起点に刈田岳を往復する計画である。
リフトを3本乗ってゲレンデトップへ。他の山スキーヤー、スノーボーダー、ワカンの登山者に混じって出発。

すみかわスノーパーク。ボーダーが多い。 すみかわ第3ペアリフト

刈田岳の山頂近くまで道路があるが今は冬季通行止。
その道を使ってスキー場から山頂近くまで運んでくれるスノーキャット（雪上車）ツアーがある。
スキーヤーやボーダー、観光客がたくさん乗車していたが山屋は雪上車がならした跡を歩いていく。

正面真ん中のピークが目指す刈田岳 稜線の下に見えるのは雪庇。雪崩の破断面では無い

高度を上げていくと風景が広がり、スノーモンスターが登場してくる。



スノーキャット隊が戻ってくる スノーモンスター！

整地された道は山頂の手前100mぐらいで終了。そこからは山頂目指して直登する。
ただし雪面は固いシュカブラでボコボコなのでクトーを付けてもスキーでの登高は困難。
スキーは脱いでザックに取りつけ、ツボ足で登っていく。

刈田岳山頂付近からの前岳の眺め 刈田岳の山頂。鳥居が凍てついている。

雪の塊となった社殿 モンスターの集団



山頂に集う人々。真ん中少し右の平らな丸は御釜とみられる この中には何が入っているのか？

山頂でシールを外して滑降開始。残念ながら納得できる滑りは出来なかった。まだまだ修行が必要と実感した。
下りは道路の所々をショートカットしてスキー場に戻った。
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【重要】ルートラボは2020年3月末にサービスを終了します。
詳細はこちらをご覧ください。

✕

＜タイム＞すみかわスノーパーク9:00－ゲレンデトップ9:35～9:45－刈田岳山頂11:50～12:05－後見ゲレンデ13:00

下山後は山形県側の蔵王温泉に移動した。翌日に地蔵山経由で熊野岳に向かおうとしたがロープウェイの山頂駅から外に出るとホワイトアウト。
登山はあきらめてスキー場のゲレンデで一日中練習した。

ロープウェイの山頂駅。視界悪し。観光客多し。 下のゲレンデでは天気は悪くないのだが・・
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